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計画策定時 最新値 参考値（注1） 成果目標（期限）

男性：16.6％ 男性：26.9％ 男性：30％
女性：50.3％
（平成26年）

女性：57.6％
（平成29年）

女性：70％
（平成32年）

男性：30.4％ 男性：69.2％

女性：34.3％
(平成26年）

女性：73.7％
(平成29年）

88か所
（平成27年11月）

108か所
（平成30年７月）

125か所
150か所

（平成32年）

25か所
（平成27年11月）

47か所
（47都道府県）

（平成30年10月）
38都道府県

各都道府県に
最低１か所
（平成32年）

男女別数値 男女合計

男性 80.1％
女性 82.0％
（平成26年）

男性 88.9％
女性 87.3％
（平成29年）

88.0%
(平成29年）

66.5％（平手で打つ）
58.2％(なぐるふりをして、

おどす)
（平成26年）

「平手で打つ」
男性 73.0％
女性 71.9％

「なぐるふりして、おどす」
男性 59.1％
女性 61.8％
（平成29年）

「平手で打つ」
72.4％

「なぐるふりして、おど
す」

60.5％
（平成29年）

男性：63.0％
女性：57.6％
（平成26年）

男性：63.0％
女性：57.6％
（平成26年）

60.4％
（平成26年）

102,963件
（平成26年度）

男性：2,028件
女性：104,082件
（平成29年度）

106,110件
（平成29年度）

59,072件
（平成26年）

男性：12,440件
女性：60,015件

（平成29年）

72,455件
（平成29年）

177,647,627円
（平成26年度）

-
210,039,602円
（平成29年度）

786市町村
（平成27年9月）

-
1002市町村

（平成29年10月）

配偶者暴力防止法に基づく一時保護件数
4,366件

（平成25年度）
-

3,722件
（平成27年度）

3,125件
（平成26年）

-
2,293件

（平成29年）

強制性交等の認知件数
1,250件

（平成26年）

男性　15件
女性　1,094件
（平成29年）

1,109件
（平成29年）

強制わいせつの認知件数
7,400件

（平成26年）

男性　200件
女性　5,609件
（平成29年）

5,809件
（平成29年）

性的虐待事件の検挙件数
150件

(平成26年)
-

169件
（平成29年）

児童ポルノ事犯の検挙件数
1,828件

（平成26年）
-

2,413件
（平成29年）

売春防止法違反検挙件数
817件

（平成26年）
-

460件
（平成29年）

人身取引事犯の検挙件数
32件

(平成26年）
-

39件
（平成29年）

7,505人
（平成27年）

-
8,859人

（平成30年）

児童相談所における性的虐待相談対応件数
1,520件

（平成26年度）
- 1,540件

（平成29年度(速報値））

婦人相談員の設置数
1,295人

（平成26年度）
-

1,415人
（平成28年度）

11,289件
（平成26年度）

-
6,808件

（平成29年度）

　＊　計画策定後、所要の修正を行ったもの

第４次男女共同参画基本計画における成果目標及び参考指標の動向（抜粋）

性犯罪指定捜査員等として指定された女性警察官・
職員数

都道府県労働局雇用均等室に寄せられたセクシュア
ル・ハラスメントに関する相談件数

　（参考指標）

市町村における配偶者暴力相談支援センター
の数

行政が関与する性犯罪・性暴力被害者のた
めのワンストップ支援センター設置数★

犯罪件数

交際相手からの暴力（デートＤＶ）の認知度（男女別）

地方公共団体から民間シェルターへの財政支援額

配偶者暴力防止基本計画を策定している市町村数

配偶者暴力防止法に基づく保護命令事件の既済件
数

配偶者暴力防止法の認知度（男女別）

夫婦間における「平手で打つ」「なぐるふりをして、お
どす」を暴力として認識する人の割合

配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数

警察における配偶者からの暴力事案等相談等件数
＊

（注１）  計画策定時から成果目標の期限に向けて直線的に進捗すると仮定して計算した場合の「最新値」の時点における値。

項　目

項目

第７分野　女性に対するあらゆる暴力の根絶

　【成果目標】

★は政策領域目標を示す。

―

男女とも70％
（平成32年）

計画策定時
最新値

配偶者からの被害を相談した者の割合（男女
別）

配偶者からの暴力の相談窓口の周知度（男
女別）

―
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１
性

犯
罪

・
性

暴
力

へ
の

対
策

の
推

進
（
性
犯
罪
・性

暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
）

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
―

の
設
置
促
進

●
診
断
・
治
療
等
に
関
す
る
支

援
の
充
実

●
専
門
家
の
養
成
、
関
係
者

等
の
連
携

【
成
果
目
標
】

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
数

Ｈ
２
７

.１
１
時
点
２
５
か
所

⇒
Ｈ
３
２
ま
で
に
、
各
都

道

府
県
に
最
低
１
か
所


性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援

交
付
金
を
活
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進


ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
の
安
定
化
及
び
質
の
向
上


ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
支
援
の
実
態
や
課
題
の

把
握


Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
し
や

す
い
体
制
の
充
実
等
の
検
討

今
後

の
取

組

女
性

活
躍

加
速

の
た
め
の

重
点

方
針

２
０

1
8

（
平
成

3
0
年
６
月
策
定
）

第
４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平
成
２
７
年
１
２
月
閣
議
決
定
）


Ｈ
３
０
．
１
０
全
都
道

府
県
設

置
達
成


性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
交
付
金
を
活

用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

拡
充

（
3
1
年
度
予
算
概
算
要
求
額

３
．
５
億
円
）

①
2
4
時
間
化
へ
の
取
組
支
援

②
拠
点
と
な
る
病
院
の
整
備
等
へ
の
支

援


ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強

化
に

向
け
た
調
査
実
施


Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
行
っ
て
い
る
民
間
団
体
の
協
力

を
得

て
、

相
談
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成

。

→
Ｈ
３
１
以
降
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
た
相
談
等

を
試
行
的
に
実
施
し
、
更
な
る
ノ
ウ
ハ

ウ
の

蓄
積
を
行
う
。
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
交

付
先

：
都

道
府

県


対

象
経

費
：

①
相
談

セ
ン

タ
ー

の
運
営
費

等
(
人
件
費
（
2
4
時
間
対
応
へ
の
取
組
加
算
あ
り
）
等
、
研
修
経
費
、
支
援
者
に
対
す
る
受
傷
対
策
、
広
報
啓
発

、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

(
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
）
、
法
的
支
援

)
※
下
線
は
3
0
年
度
に
新
規
、
拡
充
し
た
も
の

②
被

害
者

の
医

療
費
等

(
初
診
料
、
緊
急
避
妊
措
置
、
検
査
費
用
(
妊
娠
検
査
、
性
感
染
症
検
査
、
薬
物
検
査
）
、
人
工
中
絶
費
用
、

証
拠
採
取
費
用
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
）

③
拠

点
病

院
化

の
経
費

(
資
機
材
購
入
費
等
)


交

付
率

：
1
/2
(「

②
被

害
者

の
医
療
費

等
」

は
1/
3)


平

成
31
年

度
予

算
概
算

要
求

の
方

向
性
：
交

付
金

の
使

い
勝
手
の

改
善

（
拡

充
）

性
犯

罪
・
性

暴
力

被
害

者
の

た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
の

機
能

充
実

目
的

○
設
置
促
進

○
運
営
の
安
定
化

(全
都
道
府
県
に
最
低

1
か
所
→

H
3
0
.1

0
に
前
倒
し
実
現
）

○
質
の
向
上

調
査

・
研

究
事

業

性
犯

罪
・
性

暴
力

被
害

者
支

援
交

付
金

平
成

30
年

度
予

算
額

18
7百

万
円

平
成

31
年

度
予

算
概

算
要

求
額

34
6百

万
円

○
概

要
：

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し
た
相

談
、

ネ
ッ

ト
パ
ト
ロ

ー
ル

等
を

行
っ
て
い

る
民

間
団

体
の
協
力

を
得

て
、

相
談
対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
作

成
す
る

。
（
３
０

年
度

）

・
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
３
桁
化

、
コ

ー
ル

セ
ン
タ
ー

の
活

用
に

向
け
た
検

討
（

３
１

年
度
）

○
平

成
31
年

度
以
降

の
対

策
の

方
向
性

：
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活
用

し
た

相
談

等
を
試
行

的
に

実
施

し
、
さ
ら

な
る

ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄

積
を

行
う

。

平
成

30
年

度
予

算
額

10
百

万
円

平
成

31
年

度
予

算
概

算
要

求
額

27
百

万
円

の
内

数

①
24
時

間
化

へ
の
取
組

支
援

②
拠

点
と

な
る

病
院
の

整
備

等
へ
の

支
援

③
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

活
用
し

た
相

談
、
男

性
相
談

等
、

先
進

的
な
取
組

へ
の

支
援

予
算

の
増

額
要

求
（

人
件

費
を

確
保

）

相
談

対
応
力
の

欠
如

（
人

材
の
不

足
）

地
方

に
お
け

る

Ｓ
Ｎ

Ｓ
対
応

等
の
ノ
ウ

ハ
ウ

の
欠

如

課
題

①

課
題

②

シ
フ
ト
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●
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ

ン
タ

―
の

設
置

促
進

、
相

談

体
制

の
充

実
、

被
害

者
の

支

援
等

【
成

果
目

標
】

○
Ｈ

３
２

ま
で

に
、

・
配

偶
者

か
ら

の
被

害
を

相

談
し

た
者

の
割

合

男
性

：
３

０
％

、
女

性
：
７

０
％

・
相

談
窓

口
の

周
知

度

男
女

と
も

７
０

％

・
市

町
村

に
お

け
る

配
暴

セ

ン
タ

ー
の

数
１

５
０

か
所

（
Ｈ

2
7
.1

1
時

点
；
8
8
か

所
）


市

町
村

に
お

け
る

配
偶

者
暴

力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
促

進
（
地

方
公

共
団

体
に

対
す

る
働

き
か

け
）

⇒
 H

3
0
.７

現
在

：
1
0
8
か

所


「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
を

は
じ

め
と

し
た

広
報

啓

発
（
パ

ー
プ

ル
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
等

）


配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

者
対

象
の

研
修


加

害
者

対
応

と
連

動
さ

せ
た

包
括

的
な

被
害

者
支

援
体

制
の

構
築

に
関

す
る

今
後

の
在

り
方

の
検

討


改

正
配

偶
者

暴
力

防
止

法
の

施

行
後

の
状

況
を

踏
ま

え
た

今
後

の
在

り
方

の
検

討

２
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

の
被

害
者

へ
の

支
援

の
充

実
等

今
後

の
取

組
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平

成
２

７
年

１
２

月
閣

議
決

定
）

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

２
０

１
８

（
平

成
3
0
年

６
月

策
定

）


配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
促

進
（
市

町
村

に
未

設
置

の
都

道
府

県

に
お

け
る

実
態

把
握

等
）


「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
を

始
め

と
し

た
広

報
啓

発
の

充
実


配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

者
対

象
の

研
修

の
充

実


リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

指
標

を
用

い
た

機
関

間
連

携
に

基
づ

く
被

害
者

支
援

及
び

加
害

者
対

応
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

調
査

研

究
（
連

携
指

針
等

）


改

正
配

偶
者

暴
力

防
止

法
の

施
行

状
況

を
踏

ま
え

た
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
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＜
参

考
：
平

成
29

年
度

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
写

真
＞

全
閣

僚
等

の
パ

ー
プ
ル

リ
ボ
ン
着

用
（H

29
）

（
官

邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
写

真
を
一

部
加

工
）

＜
平

成
３
０
年

度
の

取
組

予
定

（
主

な
も
の

）
＞

○
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布

、
掲

示
○

動
画

広
告

の
作

成
○

パ
ー
プ
ル

・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

※
参

考
：
45

都
道
府

県
12

8か
所

で
実

施
（H

29
）

○
パ

ー
プ
ル

リ
ボ
ン
贈

呈
式

（
10

月
23

日
実

施
）

○
テ
レ
ビ
、
新

聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広

報
○

全
閣

僚
等

の
パ

ー
プ
ル

リ
ボ
ン
着

用
※

閣
僚

懇
談

会
で
発

言
予

定
（

11
月

中
）

女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

女
性

に
対

す
る
暴

力
根

絶
の

シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
で
あ
る

パ
ー
プ
ル

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、

暴
力

の
根

絶
を
呼

び
か

け
る

と
と
も
に
被

害
者

に
対

し
、

「
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は

相
談

を
！

」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送

っ
て
い
ま
す
。

パ
ー

プ
ル

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

＜
概

要
＞

政
府

で
は

、
毎

年
11

月
12

日
か

ら
11

月
25

日
（
女

性
に
対

す
る
暴

力
撤

廃
国

際
日

）
ま
で
の

２
週

間
、
関
係

団
体
と
の
連

携
、
協

力
の

下
、
女
性

に
対

す
る

暴
力

の
問

題
に
関

す
る
取

組
を
一

層
強
化

す
る
た
め
の

広
報
活

動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
（
平

成
13

年
６
月

５
日

男
女

共
同

参
画

推
進

本
部

決
定

）

＜
目

的
＞

潜
在

化
し
や

す
い
女

性
に
対

す
る
暴

力
（
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

、
性

犯
罪

、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
、
売

買
春

、
人

身
取

引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

）
の

問
題

に
対

し
、
社

会
の

意
識

を
喚

起
す
る
と
と
も
に
、
女

性
の
人

権
尊
重

の
た
め
の
意

識
啓
発

や
教
育

の
充
実

を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
暴

力
を
容

認
し
な
い
社

会
風

土
を
醸

成
す
る
た
め
の

啓
発

を
強
力

に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

暴
力

対
策

推
進

室

＜
参

考
：
平

成
29

年
度

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実

施
し
た
都

道
府

県
＞

※
黄

色
の

★
は

平
成

29
年

度
初

め
て
実

施
し
た
県

パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
贈

呈
式

（
H

30
）

（
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

世
界

大
会

出
場

者
に
よ
る
パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
着
用

）

5
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３
若

年
層

を
対

象
と
し
た
性

的
な
暴

力
の

根
絶

（
い
わ

ゆ
る
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
出

演
強

要
問

題
、
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
問

題
等

に
係

る
対

応
）


「
い
わ

ゆ
る
Ａ
Ｖ
出

演
強

要
問

題
・
『
Ｊ

Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
』
問

題
等

に
関

す
る
今

後
の

対
策

」
（
平

成
２
９
年

５
月

）
に

基
づ
く
取

組
の

推
進


若

年
層

の
性

的
搾

取
に
係

る
相

談
・

支
援

の
在

り
方

の
検

討


若

年
層

を
対

象
と
す
る
予

防
啓

発

の
拡

充
、
教

育
・
学

習
の

充
実

等

（
国

民
に
対

す
る
意

識
啓

発
）

●
女

性
に
対

す
る
暴

力
の

被

害
者

に
対

す
る
効

果
的

な
支

援
の

在
り
方

等
の

検
討

●
各

種
性

犯
罪

へ
の

対
応

（
ポ

ル
ノ
撮

影
等

の
際

に
な
さ
れ

る
性

犯
罪

等
へ

の
厳

正
な
取

締
り
）

●
子

供
に
対

す
る
性

的
な
暴

力
の

防
止

、
相

談
・
支

援
等

●
児

童
買

春
対

策
の

推
進

●
広

報
啓

発
の

推
進

等

今
後

の
取

組
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平
成
２
７
年
１
２
月
閣
議
決
定
）

女
性

活
躍

加
速

の
た
め
の

重
点

方
針

２
０
１
８

（
平
成

3
0
年
６
月
策
定
）


A

V
J
K
被

害
防

止
月

間
（
4
月

）


「
H

3
0
年

度
若

年
層

を
対

象
と
し
た
性

暴

力
被

害
等

の
実

態
把

握
の

た
め
の

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調

査
」
実

施
予

定


「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」

を
始

め
と
し
た
広

報
啓

発

（
パ

ー
プ
ル

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等

）


若

年
層

に
対

し
て
教

育
・
啓

発
の

機
会

を
多

く
持

つ
者

等
を
対

象
と
し
た
研

修


若

年
女

性
に
対

す
る
暴

力
の

予
防

啓

発
の

充
実

に
向

け
、
有

識
者

検
討

会

に
お
け
る
分

析
を
行

う
と
と
も
に
、
被

害

者
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
S
N

S
等

を
活

用

し
た
相

談
対

応
を
含

む
）
の

作
成

等
を

行
う
。
（
H

3
0
年

度
以

降
）
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○
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
＜
内
閣
府
＞

（
平
成
2
9
年
1
2
月
調
査
／
対
象
：
全
国
2
0
歳
以
上
の
男
女
）

無
理
や
り
性
交
等
を
さ
れ
た
経
験

*
¹：

4
.9
％
（
約

2
0
人
に
１
人
）

う
ち
女
性
は

7
.8
％
（
約

1
3
人
に
１
人
）

*
¹加

害
者
は
、
配
偶
者
・
交
際
相
手
で
4
7
.6
％
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
で
1
1
.6
％

→
う
ち
、
だ
れ
か
に
被
害
の
相
談

*
²を

し
た
人
：

3
9
％
（
女
性
：

3
8

.3
％
）

*
²主

な
相
談
先
は
「
友
人
・
知
人
」
(2
5
.0
％
)、

「
家
族
や
親
戚
」
(1
3
.4
％
)

○
若
年
層
を
対
象
と
し
た
性
的
な
暴
力
の
被
害
等
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
＜
内
閣
府
＞

（
平
成
3
0
年
２
月
調
査
／
対
象
：
1
5
歳
（
中
学
生
除
く
）
～
3
9
歳
の
女
性
）

・
モ
デ
ル
・
ア
イ
ド
ル
等
の
勧
誘
等
の
経
験
が
あ
る
人
の
う
ち
、

聞
い
て
い
な
い
性
的
な
行
為
の
撮
影
を
求
め
ら
れ
た
経
験
の
あ
る
人
：

1
1

.3
％
（
約
９
人
に

1
人
）

→
う
ち
、
実
際
に
求
め
ら
れ
た
行
為
の
撮
影
に
応
じ
た
経
験
の
あ
る
人
：

4
6

.6
％
（
約

2
人
に

1
人
）

→
う
ち
、
だ
れ
か
に
被
害
の
相
談

*
³を

し
た
人
：

5
8

.9
％
（
約

1
.5
人
に

1
人
）

*
³主

な
相
談
先
は
「
友
人
・
知
人
」
(2
7
.4
％
）
、
「
家
族
や
親
戚
」
(2
0
.2
％
)

○
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
営
業
に
関
す
る
実
態
調
査
＜
警
察
庁
＞

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
店
数
：

1
3

1
店
（

H
2

9
.1

2
現
在
）

→
業
態
別
で
は
接
触
型
が
全
体
の
約
７
割
、
店
舗
型
は
全
体
の
５
割
強
。

→
地
域
別
で
は
東
京
都
が
全
体
の
約
６
割
、
大
阪
府
が
全
体
の
約
３
割
。

※
「
JK
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
規
制
条
例
の
制
定
地
域
：
愛
知
県
(H
2
7
.3
)、

東
京
都
(H
2
9
.3
)、

兵
庫
県

(H
2
9
.1
2
)。

※
改
正
条
例
案
を
議
会
に
上
程
し
た
地
域
（
H
3
0
.3
.1
6
現
在
）
：
神
奈
川
県
、
大
阪
府

○
若
年
層
の
女
性
に
対
す
る
性
的
な
暴
力
の
根
絶
に
向
け
、
社
会
を
挙
げ
て
の
取
組
を
進
め
て
い
る
一
方
、
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

○
関
係
行
政
機
関
等
の
相
談
窓
口
へ
の
相
談
割
合
が
低
い
な
ど
、
引
き
続
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

○
こ
う
し
た
問
題
は
、
被
害
者
の
心
身
に
深
い
傷
を
残
し
か
ね
な
い
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
政
府
を
挙
げ
た
よ
り
一
層
の
取
組
が
必
要
。

○
検
挙
件
数
（

H
2

9
.４

～
1

2
)

＜
警
察
庁
＞

・
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題
：
４
件
３
人
（
強
要
罪
等
）

※
ス
カ
ウ
ト
行
為
は
9
7
件
1
0
5
人

※
な
お
、
H
3
0
.１

警
視
庁
に
お
い
て
、
A
V
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
社
員
ら
を
淫
行
勧
誘
等
で
検
挙
し
、
Ａ
Ｖ
業
界
団

体
等
へ
の
事
件
説
明
会
（
合
計
１
７
１
社
１
７
９
人
出
席
）
を
実
施
。

・
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
問
題

経
営
者
や
客
等
の
検
挙
件
数
：

3
7
件

4
2
人

検
挙
に
伴
う
被
害
児
童
保
護
数
：

2
5
人

○
立
入
調
査
店
舗
数
（

H
2

9
.４

～
1

2
)

＜
警
察
庁
＞

3
4
3
店
舗
、
う
ち

1
2

4
店
舗
が
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
店
舗
と
判
明

「
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
問
題
・
『
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
』
問
題
等
に
関
す
る
今
後
の
対
策
」
主
な
成
果
（
平
成

2
9
年
度
）

１
．
更
な
る
実
態
把
握

４
．
相
談
体
制
の
充
実

○
公
的
機
関
の
相
談
窓
口
へ
の
相
談
件
数
（
述
べ
数
）

※
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
重
複
あ
り

*
⁴全

国
の
女
性
セ
ン
タ
ー
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

○
行
政
が
関
与
す
る
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
数
（

H
3

0
.3

)

全
国
4
2
か
所
（
4
2
都
道
府
県
)←

全
国
3
6
か
所
(3
6
都
道
府
県
）
(H
2
9
.3
）

３
．
教
育
・啓
発
の
強
化

○
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題
・
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
等
被
害
防
止
月
間
（

H
2

9
.4
）

○
被
害
防
止
教
室
（

H
2

9
.４

～
1

2
) 

＜
警
察
庁
、
文
部
科
学
省
＞

・
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題
：
6
,9
1
0
回
、
9
4
8
,6
5
8
人

・
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
問
題
：
1
0
,9
0
8
回
、
1
,8
0
6
,5
1
8
人

○
新
た
な
被
害
者
を
生
ま
な
い
た
め
の
教
育
啓
発
の
推
進

＜
文
部
科
学
省
等
＞

教
員
、
生
徒
、
保
護
者
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
応
じ
た
研
修
等
の
実
施

○
Ａ
Ｖ
業
界
団
体
へ
の
適
用
法
令
等
の
周
知
＜
厚
生
労
働
省
、
消
費
者
庁
＞

総
括

５
．
保
護
・自
立
支
援
そ
の
他

○
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
を
活
用
し
た
対
応
策
の
検
討
＜
消
費
者
庁
＞

適
格
消
費
者
団
体
で
あ
る
消
費
者
機
構
日
本
が
、
Ａ
Ｖ
人
権
倫
理
機
構
に
対
し
、

Ａ
Ｖ
出
演
が
明
確
に
伝
わ
り
、
個
人
の
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
契
約
書
に
な
る

よ
う
意
見
書
を
提
出
。

具
体
的
取
組
（主
な
も
の
）

２
．
取
締
り
等
の
強
化

A
V
出
演
強
要

J
K
ビ
ジ
ネ
ス

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
H
2
9
.4
～
H
3
0.
2）

3
8
件

1
3
件

法
テ
ラ
ス

（
H
2
9
.4
～
12
）

3
0
件

1
0
件

警
察
の
相
談
窓
口

（
H
2
9
.4
～
12
）

８
件

3
1
件

女
性
セ
ン
タ
ー
等
*
⁴

（
H
2
9
.4
～
H
30
.2
）

2
4
件

２
件

合
計

8
2
件

5
6
件
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「
ア

ダ
ル

ト
ビ

デ
オ

出
演

強
要

問
題

・
『

Ｊ
Ｋ

ビ
ジ

ネ
ス

』
等

被
害

防
止

月
間

」
に

お
け

る
主

な
取

組

■
渋
谷
駅
周
辺
啓
発
街
頭
キ
ャン
ペ
ー
ン

■
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
（
都
内
大
学
及
び
女
子
校
）

■
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
上
の
広
報
啓
発

■
各
種
媒
体
を
活
用
した
動
画
広
告

・
街
頭
ビジ
ョン
（
シ
ブ
ハ
チ
、新

宿
マ
ル
チ
、秋

葉
原
な
ど）

・
首
都
圏

JR
主
要
駅
の

J-
AD
ビジ
ョン

・
Yo

uT
ub

e、
tw

itt
er
、L

IN
E、
イン
ス
タな
どの

SN
S

・
シ
ネ
ア
ド

・
大
学
サ
イネ
ー
ジ
、キ
ャン
パ
ス
Ｔ
Ｖ

な
ど

■
各
地
・各
イベ
ン
ト会

場
に
お
い
て
ポ
ス
ター
掲
示
、リ
ー
フレ
ット
な
どの
配
布

・
JR
原
宿
駅
竹
下
口
通
路

・
イン
ター
ネ
ット
カフ
ェ

・
渋
谷
駅
周
辺
啓
発
街
頭
キ
ャン
ペ
ー
ン

・
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

■
新
聞
（
全
県
全
紙
）
※
保
護
者
向
け

■
ラジ
オ

■
番
組
制
作

街
頭
キ
ャン
ペ
ー
ン

新
聞
記
事
下
（
平
成

30
年
３
月

24
日
）

被
害
防
止
動
画
（

JK
ビジ
ネ
ス
）

街
頭
ビジ
ョン
（
シ
ブ
ハ
チ
）

J-
AD
ビジ
ョン

平
成

3
0
年

５
月

内
閣

府

若
年
層
の

女
性
を

タ
ー
ゲ
ット

被
害
防
止
動
画
（

AV
出
演
強
要
）

啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
女
子
高
）

男
女
共
同
参
画
局

政
府
広
報
室

啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
大
学
）
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